
脱原発と市民共同発電

2015年9月6日 開所記念
NPOきらきら発電・市民共同発電所

理事長 水戸部秀利（若林クリニック所長）

① なぜ脱原発にこだわるのか （被爆医療の経験から）

② 理不尽な原発依存政策 （経産省のエネルギー白書から）

③ 市民共同発電にかける想い （この１年の取り組みから）



2013/4/21 河北新報（持論時論）



科学の倫理
「疑わしきは罰する」

法学の倫理
「疑わしきは罰せず」

被害の予防
ＣＯ2と地球温暖化
低線量被曝と健康障害
福島の子どもの甲状腺がん

えん罪の予防



原爆 と 原発
原子爆弾
核エネルギーの軍事利用
（悪魔の兵器、絶対悪）

原子力発電
核エネルギーの平和利用、その欺瞞と誤謬
核エネルギー利用は未完の技術
「絶対安全」はありえない

原発の反倫理性
①過疎地へのリスク押しつけ
②被曝の押しつけ（労働者、作業員、環境）
③未来への押しつけ（核廃棄物）

＊コントロール・管理下の核利用は別＊



骨髄異形成症候群
（MDS)

各種慢性疾患

原爆被爆者の経過

低線量被爆による晩発性障害



国立がん研究センター統計から
（がんの罹患と死亡数）



国立がん研究センター統計から
（年齢調整後統計）



大気圏核実験による地球的被曝

1954年
第5福竜丸事件
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2013/2/18 リスクコミュニケーション説明会資料より
（国立保健医療科学院・生活環境研究部）

100mSvで0.5%ということは・・・・
福島200万人県民が100ms被曝
⇒生涯で10000人の癌過剰死



福井地裁判決
大飯原発３，４号機運転差止請求

・・・・・

他方，被告は本件原発の稼動が電力供給の安定性，コストの低減につながると主張
するが（第３の５），当裁判所は，極めて多数の人の生存そのものに関わる権利と電気
代の高い低いの問題等とを並べて論じるような議論に加わったり，その議論の当否を判
断すること自体，法的には許されないことであると考えている。

我が国における原子力発電への依存率等に照らすと，本件原発の稼動停止によって
電力供給が停止し，これに伴なって人の生命，身体が危険にさらされるという因果の流
れはこれを考慮する必要のない状況であるといえる。被告の主張においても，本件原発
の稼動停止による不都合は電力供給の安定性，コストの問題にとどまっている。このコ
ストの問題に関連して国富の流出や喪失の議論があるが，たとえ本件原発の運転停止
によって多額の貿易赤字が出るとしても，これを国富の流出や喪失というべきではなく，
豊かな国土とそこに国民が根を下ろして生活していることが国富であり，これを取り戻す
ことができなくなることが国富の喪失であると当裁判所は考えている。

また，被告は，原子力発電所の稼動がＣＯ２（二酸化炭素）排出削減に資するもので環
境面で優れている旨主張するが（第３の６），原子力発電所でひとたび深刻事故が起こっ
た場合の環境汚染はすさまじいものであって，福島原発事故は我が国始まって以来最
大の公害，環境汚染であることに照らすと，環境問題を原子力発電所の運転継続の根
拠とすることは甚だしい筋違いである。
・・・・・



日本学術会議提言
２０１５年４月２４日

・・・・・
(3) 将来世代への責任ある行動

提言６ 原子力発電による高レベル放射性廃棄物の産出という不可逆的な

行為を選択した現世代の将来世代に対する世代責任を真摯に反省し、暫定
保管についての安全性の確保は言うまでもなく、その期間について不必要に
引き延ばすことは避けるべきである。

提言７ 原子力発電所の再稼働問題に対する判断は、安全性の確保と地元
の了解だけでなく、新たに発生する高レベル放射性廃棄物の保管容量の確

保及び暫定保管に関する計画の作成を条件とすべきである。暫定保管に関
する計画をあいまいにしたままの再稼働は、将来世代に対する無責任を意味
する。
・・・・・



それでもなぜ原発再稼働なのか？
政府・経産省

⇒2015年エネルギー白書から

時事通信世論調査（２０１５年７月）

学者・民間機関調査（２０１５年４月
訂正-原発再稼働に
反対70.8％、賛成２７．９％
事故の懸念73.8％



2015年エネルギー白書
（２０３０年電源構成目標）
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＜原子力の設備容量の推移予測＞

②40年廃炉＋新設2基（大間、島根3）

③現存43基＋新設2基＋半数を運転延長

（万kW）

①40年廃炉

3345万kW
原発依存度19.3％

18基・1918万kW
原発依存度11％

20基・2193万kW
原発依存度12.6％

2030年原子力20-22％の意味



2015年エネルギー白書
（発電構成比の推移）



2015年エネルギー白書
（貿易収支と電気料金）



2015年エネルギー白書
（福島原発事故の損害賠償）



通産省の発電コスト試算から 最も安価？！
設備：原発１基建設費 １兆円↑
原料ウラン（輸入）
廃炉、核廃棄物管理費用
事故処理・賠償は含まない

⇒ １０円 ～（天井知らず）

化石燃料（いづれ枯渇）
設備
＋燃料代（輸入）
＋CO2排出

設備（賦課金負担）
＋原料は無限～只
＋CO2排出なし

欠点は不安定性（水力・地熱は除く）



2015年エネルギー白書
（発電量の構成別推移）



2015年エネルギー白書
（エネルギー消費とGDPの推移）
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2015年エネルギー白書
（太陽光発電の推移）



2015年エネルギー白書
（風力発電の推移）



2015年エネルギー白書
（水力発電の推移）



2015年エネルギー白書
（地熱資源と発電量）



2015年エネルギー白書
（太陽光発電の世界の推移）



2015年エネルギー白書
（風力発電の世界の推移）



2015年エネルギー白書
（世界の原子力発電の推移）



2015年エネルギー白書
（電力システム改革の方向性）



電力自由化・発送電分離の流れ



原発に固執する政府・電力会社
電力自由化・発送電分離の流れ

市場化（コスト優先）に対し

理念を優先させる
ささやかな市民運動



市民共同発電所の立ち上げ（HPから）



設立のきっかけ
2014年9月、宮城で脱原発の声をあげている有志でNPOを立ち
上げ、地域共同発電事業を行おうという計画が持ち上がりました。

参考にしたのは、和田武さんらの著書「市民・地域共同発電所
の作り方」です。

電力会社は、再生可能エネルギーの買い取り制限を打ち出して
いますが、長い目で見ればドイツのように、再生可能エネルギー
によるエネルギーの地産地消は人類の歴史の発展方向です。
送電網や蓄電設備の整備は技術的には可能です。



設立の思い（理念）
私たちは、
１）脱原発運動を実践・提案型に
２）地球温暖化対策などの環境保全
３）平和（エネルギー略奪戦争への終止符）を目指して
を基本理念にしたいと思っています。
県内数か所の太陽光発電所を見る機会が
ありました。岩沼の広大なメガソーラも見学し
てきましたが、全て中央の丸紅資本によるも
ので、違和感を覚えました。私たちの四つ目の理念として、
４）みんなが参加する地域共同出資による小規模発電です。
最初は、「50KW未満の小規模発電施設」からのスタートですが、

出資賛同者と空き地や屋根の提供者の輪が広がれば、点から面
へ少しずつ規模も大きくなります。50KW も20か所に広がれば、メ

ガソーラになります。また、今回の大震災のライフライン途絶の経
験から、
５）災害時の予備電力 としての位置付けも重要です。



設立からの経過

・2014年11月30日 NPO法人「きらきら発電・市民共同発電所」設立総会
・2014年12月1日 仙台市に法人申請

準備会として、会員や寄付、基金の呼びかけを行った
・2015年 1月26日 東北経済産業局の2カ所の発電所計画の認可がおりた
・2015年3月26日 仙台市からNPO申請書類の交付された
・2015年4月1日 法務局に申請し、法人は正式発足、県への補助金申請を行った
・2015年7月28日 申請していた県の補助金が認可された
・2015年7月31日 現在、会員51名、基金 2868万円、寄付金約 52 万円、

宮城県の補助金と合わせ、3164 万円の資金となった

＜役員＞

理事長 水戸部 秀利
理事（事務局長） 広幡 文
理事 武井 あおい
監事 金田 基



発電所１号機は若林区井土浜に
仙台市若林区井土浜は、震災前
は約100世帯の集落でした。津波被
害を受け36名が犠牲になりました。

2011年10月まで仙台市は、集落全

体を災害危険区域に設定する案を
示していました。 ところが藤塚の防

潮堤とかさ上げ道路建設計画を理
由に、1か月後には県道亘理塩釜線

から東側だけを災害危険地域に変
更しました。災害危険区域は住宅
新築が認められていないことや9月

まで申し込めば国が解体撤去費用
を負担することになっていたため、
多くの人が移転を前提に住宅を解
体してしまいました。
国や仙台市の一方的な線引きで、

翻弄・分断された井土浜ですが、生
産組合をつくり、持続可能な集落を
めざしています。自然に恵まれたこ
の地で 400 年近い歴史を誇る井土
浜をぜひ応援してください。

50KW（75KW カットオフ）の計画
です。

8月着工、9月6日 開所式



発電所２号機は太白区の保育所に

発電所 2 号機は仙台市太

白区の柳生もりの子保育園
の屋根に設置する予定です。
社会福祉法人宮城厚生福

祉会が保育園の屋根への設
置を了承してくれました。た
だし認可保育所なので、ここ

は仙台市の許可を得ないと
設置でませんが、仙台市との
交渉を行い、設置可能となり
ました。

太陽光発電は夜間発電で
きないという弱点があります

が、東日本大震災の体験時
のように、災害時の臨時予
備電源にもなります。

30KWの予定です。

未来を背負う子供たちへの
贈り物と考えています。

9～10月 設置予定



・2015年4月18日 原発ゼロ市民共同発電かわさき発電所の代表、川岸卓也弁護

士を招いての学習講演会を開催しました。きらきら発電・市民共同発電所の理念と
共通するところが多く、20数名の参加者は、その思いを共有することができました。

原発ゼロ市民共同川崎発電所との交流



地鎮式（2015/8/12）



みなさんへの訴え

エネルギーや食料を略奪しあう世界
核兵器で威嚇（抑止力）しあう世界
原発依存で核汚染がひろがる地球
温暖化で気候変動や環境破壊が進む地球

○平和で安全な未来は自分たちの手で
省エネと自然エネルギーで原発を挟み撃ち
核兵器廃絶、脱原発の声を一緒に

○求む、きらきら発電後継者
発電量はまだ小さいが、理念は大きく
若いアイディアとセンスと行動力


